
日時 ： 2020年１月26日（日） 午前１０時～１２時
場所 ： 代田南地区会館　大会議室（世田谷区代田1-21-11）
内容 ： 施設の運営事例の確認・理解

次回のお知らせ
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世田谷区北沢総合支所地域振興課
電話 03-5478-8045 メールアドレス SEA02205@mb.city.setagaya.tokyo.jp問い合わせ先

第２回参加者数
地域の方23名、区職員3名、事務局3名　計29名

多くの方の参加をお待ちしております ！

花  見堂
複合施設

活用推進
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第     回 （仮称）花見堂複合施設活用推進ミーティングの報告2

　2019年11月10日（日）午前10時から約2時間、代田
南地区会館で、第２回（仮称）花見堂複合施設活用推進
ミーティングが開催されました。
　今回は、施設オープンに向けて、地域でどのように運
営に関われるかを検討するため、事例を学びました。
　おいでいただいたのは、赤堤小学校と連携し、地域
で27年間独自の運営をしている「赤堤生涯学習セン
ター」の代表上田さん、事務局の向山さん、和泉さんの
３名。小学校内にある施設を地域でどのように運営して
いるかをお伺いしま
した。
　その後、区からま
もりやまテラスの検
討の状況を報告して
いただき、全員で意
見交換をしました。

第２回活用推進ミーティング検討内容
●施設の運営事例
　□赤堤生涯学習センター
　□まもりやまテラス（守山地区会館）

赤堤生涯学習センター
　世田谷区赤堤小学校創立40周年記念事業
の一つとして、平成4年（1992年）10月12日
に設立された、地域ボランティアが運営する、
非営利の独立民間団体です。

設立趣旨
　赤堤地域町会・自治会、地域教育機関及び
青少年団体は、子供の成長にとっての地域社
会の影響について話し合いました。
　協議により、地域社会をいきいきと活性化
する基盤として生涯学習の重要性を認識し、
この地に「生涯学習センター」を設立し、その
促進に尽力することを決定しました。
（配付資料より）
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【活動内容】（令和元年度総会資料より）
１　地域行事　登録団体への後援、協力
赤堤小学校、赤小新BOP、松沢児童館、遊び
場開放運営委員会、幾つかの登録サークルなど
に協力を行いました。

２　主催事業
①ふれあいサンデー平成 30年 6月 10日（日）開催
②アカデミア「子どもの工作教室」平成 30年 8月 18日開催

３　広報活動　広報誌の発行（隔月奇数月）
151 号～156 号　６回発行

４　総会「平成 30年 5月 12日 (土）」実施
５　2017 年に引き続き 2018 年 11 月に満足度調査を実施
今回総合満足度　70.52％（前回 68.99％、前々
回 74.5％、前々々回 70.6％）
調査参加団体　18団体（前回 19団体）

６　定例事務局会議の実施毎月最終土曜日午後 1時半から
８月、12月は中止　10回実施

赤堤生涯学習センター概要
7　毎月 8日、赤小施設利用状況把握 (利用簿転記）・調整
【広報誌の発行（隔月）】
・予定表や地域情報を発信。

【事務局】
・20人ほど、全員無給のボランティア。
・仕事は、調整、議事録や資料づくりなど。

【登録】
・登録団体は　年現在 30団体

【その他】
１　大掃除（年１回）
２　けやきネットとの関係
・けやきネットには出していない。
・学校の施設なので、学校利用と調整している。
３　利用規約
・設立 20年経ってからつくった。立ち上げ当初の
経緯や、設立時の思いを知らない人が増えるにつ
れて「気持ち」だけでは運用が困難になってきた
ため、利用規則を定めることとした。

まもりやまテラスでは、今年度は運営準備会議として地域が優先的に使えるルールを試行しな
がら、運営手法を検討しています。

【対象】
一番は地域の人　新代田地区を想定。ただし、地域外の人を排除することではない。

まもりやまテラス（守山地区会館）概要

【参加者の主な感想】
●事例を聞いて
・赤堤生涯学習センターは小学校内、まもりやまテラ
スには保育園がある。花見堂は条件が違うのでチャレ
ンジだ。
・赤堤生涯学習センターの運営は理想的。しかし、警
備や予算は区が入った方がいいので、けやきネットで
貸し出す検討も必要か。
・赤堤生涯学習センターの事例には、やるべきことが
全部入っている。参考にしつつ、一つひとつ、具体的
に進めていくしかない。

●運営について
・事務局がボランティアでは厳しい。有償にする必要
もあるのではないか。
・代田自治会との関わりが大切。
●避難所であることを考えたい
・避難所であることを、柱の一つにしたい。
●積極的に関わることが大切
・この施設は地域の財産。もっと参加型にならないと
いけないと感じた。

【現在の利用ルール】


